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( 明治 23 年測量地形図に加筆 )

表層条里遺構
（現代の地表面に残る条里型の地割 )

神
明
社

神
明
社

神
明
社

弓張山地

火打坂

三河国府 

古代 ・中世の道路ルート案

前田清彦 ・林弘之 2002

「東三河地方の広域条里と古代東海道」

林弘之 2002 「東三河地方の古代二見道」

『三河考古』 第 15 号　三河考古学談話会

をもとに、 前田 ・林の掲載図に加筆

東海道軸線延長図

調査区遠景 ( 南東から )　※赤丸付近にスロープ。

調査区遠景 ( 北西から )

岩原剛　2017 『三河吉田城 - 今川松平が奪いあった 「水城」』

　吉田城絵図の神明社西 (赤

丸部分 ) には入り江のような

表現があります。この付近は、

現在でも川岸に降りられるよう

スロープ状になっており、 江

戸時代当初の地形が残って

いると考えられます。 屋敷地

の区画方向に対して斜めに

なっており、 吉田城築城以

前からの東海道の名残とも言

えるかもしれません。

　地図上で軸線を延長すると、 北には三河国府の推定地があり、 南は現在の国道 1号線と重なり、 火打坂へと続き

ます。 さらに、 歌川学氏 ( 元愛知大学教授 ) が推定した古代の条里 ( 田地の区画 ) とも合致することから、 古代から

中世にわたって機能した東海道の痕跡の可能性が高いきわめて高いです。 東海道は江戸時代になると、 吉田城の

整備に伴い、 現在の国道 1号線に近い形に付け替えられたと考えられます。

　過去の調査 ( 陸上競技場や愛知県東三河総合庁舎建設に伴う調査など ) を見直すと、 延長線上で同様の方向の

溝が確認できました。 今後の調査によって、 古代 ・中世の東海道の姿がより鮮明に見えてくるかもしれません。
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